
やいた創生未来プランやいた創生未来プランやいた創生未来プランやいた創生未来プラン
（概要版）

　令和３年度から令和７年度までを計画期間とする「矢板市総合計画」および「矢板市まち・　令和３年度から令和７年度までを計画期間とする「矢板市総合計画」および「矢板市まち・
ひと・しごと創生総合戦略」を一体的に策定しました。ひと・しごと創生総合戦略」を一体的に策定しました。
　令和３年度から令和７年度までを計画期間とする「矢板市総合計画」および「矢板市まち・
ひと・しごと創生総合戦略」を一体的に策定しました。

矢板市の現状と将来

矢板市の
特性

豊かな自然が
あるまち

スポーツを通じ
た健康づくりを
推進するまち

多様な
教育環境が
あるまち

各種産業が
発展したまち

交通機能が
充実したまち

将来の
展望

市民協働の
推進

人口減少、
少子高齢化
への対応

気候変動に
適応する取組

時代に即した
産業の振興

安心・安全な
暮らしを支える
都市基盤
づくり

社人研推計準拠
矢板市推計（目標）

年少人口（0 ～ 14 歳）

高齢人口（65 歳以上）
生産年齢人口（15 ～ 64 歳）

人口ビジョン 人口フレ－ム
　矢板市における将来人口として、矢板市人口ビジョ　矢板市における将来人口として、矢板市人口ビジョ
ンでは、国立社会保障・人口問題研究所（社人研）ンでは、国立社会保障・人口問題研究所（社人研）
の 2040 年の推計値（22,397 人）より約 4,300 人多の 2040 年の推計値（22,397 人）より約 4,300 人多
い 26,700 人という目標を立てました。い 26,700 人という目標を立てました。

　矢板市における将来人口として、矢板市人口ビジョ
ンでは、国立社会保障・人口問題研究所（社人研）
の 2040 年の推計値（22,397 人）より約 4,300 人多
い 26,700 人という目標を立てました。

　矢板市がめざす将来像において、まちづくりの基矢板市がめざす将来像において、まちづくりの基
本となる人口フレームについて、人口ビジョンを本となる人口フレームについて、人口ビジョンを
ももとに、令和７年度の計画人口フレームを 30,942 人とに、令和７年度の計画人口フレームを 30,942 人
に設定します。に設定します。

矢板市がめざす将来像において、まちづくりの基
本となる人口フレームについて、人口ビジョンを
もとに、令和７年度の計画人口フレームを 30,942 人
に設定します。

矢板市総合計画
　総合計画は、矢板市の将来都市像とまちづくりの基本的な方向性を示し、市民と行政の共
通の目標として、総合的・計画的にまちづくりを進める上での根幹となる市の最上位の計画
です。５年間で重点的に実施する予定の施策などを記載した「重点戦略型」の計画としました。
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矢板市の将来像：「未来へ」～みんなで創る新時代～

自然と共存できる
まちづくり

多世代が住み続けたい
まちづくり

みんなで挑戦できる
まちづくり

SDGs・Society5.0・新しい生活様式に対応したまちづくり

まちづくりの
基本方針

横断的な方針

まちづくりの重点項目

１．時代に即した
　　産業を振興する
　　まちづくり

●商業活動支援事業　●中心市街地活性化
●企業誘致の推進　●企業の支援・育成

●農林畜産業経営支援　●環境にやさしい農林業
の確立　●農林業の生産基盤の整備　●農業農村
の活性化　●森林の保全・整備推進

●立地を生かした観光振興　●観光資源の保全・
活用　●スポーツツーリズムの推進

●環境にやさしい社会の構築　●廃棄物処理の適
正化　●上水道の安定供給　●公共下水道の整
備、利用促進

●消防・防災・救急体制の確立　●災害に強いま
ちづくりの推進　●気候変動適応の推進

●小中学校教育の充実　●幼児教育と学校教育の
連携の充実　●小中学生と高校生との連携
●教育の充実のための環境づくり

●地域で支える子育て環境づくり　●安心して
子育てできる生活環境の整備　●母子保健の充
実　●支援を必要とする家庭への施策の充実

重点項目 政　策 重点的取組

２．災害に強い
　　まちづくり

３．未来社会を
　　切り拓く
　　ひとづくり

４．健幸な
　　まちづくり

５．安心快適な
　　まちづくり

１．保健・医療の充実

２．地域共生社会の実現

３．高齢者福祉の充実

１．定住基盤の整備

２．道路網の整備

●学びの場づくりの充実　●学びを生かす環境づく
りの整備・充実　●地域学校協働活動事業の充実　
●文化の振興

●生涯スポーツの推進　●スポーツ施設の機能拡充

●誰もが活躍できる地域社会の推進　●市民協働
のまちづくりの推進　●地域づくりの人材育成
●移住・定住の促進

●保健予防の推進　●健康づくりの推進
●地域医療体制の充実　●医療保険制度の適正
運営　●感染症対策の推進
●地域福祉を推進する体制づくり　●誰もが社
会参加できる環境づくり　●障がい者の地域生
活の基盤づくり
●高齢者の生きがいづくり等支援の充実
●介護保険事業の充実

●計画的な土地利用の推進　●良好な市街地の
形成　●市内公共交通の充実
●広域幹線道路の充実　●都市内幹線道路の整
備　●生活道路の整備

１．時代に即した商工業を振興するまちをめざします。

２．持続可能な農林業を振興するまちをめざします。

３．自然、歴史、文化などの地域資源を生かした
　　 観光スタイルのまちをめざします。

１．豊かな自然を大切にして、省資源で循環型のまちを
　　 めざします。

２．気候変動に適応した、災害に強いまちをめざします。

１．未来を担う子どもたちへ多様な教育機会を提供する
　　 まちをめざします。

２．すべての人が生涯成長
　　できるまちをめざします。

１．安心して子どもを産み育てることができるまちを
　　めざします。

２．医療や支援の輪が充実した
　　健幸なまちをめざします。

１．すべての市民が地域で
　　安心して快適に暮らせる
　　まちをめざします。

１．生涯学習の推進

２．生涯スポーツの推進

３．誰もが活躍する
　　まちづくり
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来の目標や基本的方向、具体的施策を示すことを目的として策定しました。

基本目標と具体的な施策

し
ご
と

ひ　

と

ま　

ち

安定した雇用をつくると
ともに、 安心して働ける
ようにする

来てもらう、住んでもら
う、 新しい人の流れを
つくる

多世代を支援する

安心して快適に暮らす
ことが できる活力ある
地域をつくる

時代に即した産業を
振興するまちの実現

安心して働ける環境の
実現

ＵＩＪターンによる
移住・定住の促進

交流人口、関係人口の
創出・拡大

結婚・出産・子育て・
健幸づくりの支援

高齢世代への社会参加
等の支援

安心安全な生活を実現
する環境の確保

市民・行政の共創に
よるまちづくり

産業間のコラボレーション
儲ける、儲かる農林業への転換

企業誘致

創業支援

企業体質強化支援

事業継承支援

定住し続けられる取組（住環境の満足化）

Ｕターン者等への支援（故郷への回帰）

定住へつなげる取組

スポーツツーリズムの深化
観光拠点づくり

今ある施設への誘客
（多機能化・顧客深耕化）

矢板市文化・スポーツ複合施設の整備

結婚・出産への支援

子育てへの支援

ふるさと学習機会の充実

教育支援

健幸づくりの推進

ワーク･ライフ･バランス支援
（仕事と子育ての両立）

地域包括ケアシステムの構築

健康寿命をのばす取組
（高齢者の社会参加、社会貢献）

地域の特性を生かした拠点づくり
交通機能の充実 （利便性、交通アクセス）
防災・防犯体制の強化

公共施設の統廃合・多機能化
（長寿命化・耐震化）

地域コミュニティ活動の推進

基本目標 基本的方向 具体的施策

横断的な
目標１

横断的な
目標２

多
様
な
人
材
の
活
躍
を
推
進
す
る

新
し
い
時
代
の
流
れ
を
力
に
す
る

地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
な
ど
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

地
域
に
お
け
る
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５･

０
の
推
進

誰
も
が
活
躍
す
る
地
域
社
会
の
推
進

多
様
な
ひ
と
び
と
の
活
躍
に
よ
る
地
方
創
生
の
推
進

問い合わせ　総合政策部　総合政策課
☎　0 2 8 7 - 4 3 - 1 1 1 2

詳しくはこちら
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